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【 公 開 日 】 令 和 3 年 4 月 8 日 ( 2 0 2 1 . 4 . 8 )
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【 国 際 特 許 分 類 】
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【 Ｆ Ｉ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 9 月 2 9 日 ( 2 0 2 2 . 9 . 2 9 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 糸 状 溶 融 樹 脂 が 絡 み 合 う と と も に 部 分 的 に 熱 溶 着 さ れ 、 嵩 密 度 が ０ ． ０ ０ ５ ｇ ／  
ｃ ｍ ３ 以 上 ０ ． ０ １ ５ ｇ ／ ｃ ｍ ３ 以 下 で あ る 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 と 、 前 記 編 成 樹 脂 網 状 構  
造 体 を 覆 う 掛 け 布 団 カ バ ー と か ら な り 、 キ ル テ ィ ン グ が 施 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 掛  
け 布 団 。
【 請 求 項 ２ 】
複 数 の 糸 状 溶 融 樹 脂 が 絡 み 合 う と と も に 部 分 的 に 熱 溶 着 さ れ 、 嵩 密 度 が ０ ． ０ ０ ５ ｇ ／ ｃ  
ｍ ３ 以 上 ０ ． ０ １ ５ ｇ ／ ｃ ｍ ３ 以 下 で あ り 、 厚 み 方 向 へ 熱 圧 着 さ れ た 圧 着 部 が 所 定 間 隔 で  
形 成 さ れ て い る 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 と 、 前 記 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 を 覆 う 掛 け 布 団 カ バ ー と  
か ら な る こ と を 特 徴 と す る 掛 け 布 団 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 は 、 編 成 樹 脂 の 線 径 が ０ ． ３ ｍ ｍ 以 上 １ ． ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ  
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 掛 け 布 団 。
【 請 求 項 ４ 】
　 Ｊ Ｉ Ｓ   Ｌ   １ ０ ９ ６ （ 織 物 及 び 編 物 の 生 地 試 験 方 法 ） の フ ラ ジ ー ル 形 法 に 準 じ て 測 定  
し た 空 気 量 が 、 ３ ｃ ｍ ３ ／ ｃ ｍ ２ ・ ｓ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３  
の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 掛 け 布 団 。
【 請 求 項 ５ 】
　 Ｊ Ｉ Ｓ   Ｌ   １ ０ ９ ６ （ 織 物 及 び 編 物 の 生 地 試 験 方 法 ） の フ ラ ジ ー ル 形 法 に 準 じ て 測 定  
し た 空 気 量 が 、 ５ ０ ｃ ｍ ３ ／ ｃ ｍ ２ ・ ｓ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項  
３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 掛 け 布 団 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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　 本 発 明 は 、 掛 け 布 団 中 材 、 及 び 掛 け 布 団 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 良 質 な 掛 け 布 団 を 使 用 す る こ と は 睡 眠 の 質 向 上 に つ な が る 。 掛 け 布 団 は 、 綿 や 羽 毛 等 か  
ら な る 中 材 と 、 該 中 材 を 覆 う シ ー ツ で 構 成 さ れ る 。 特 に 中 材 に 羽 毛 を 使 用 す る 羽 毛 掛 け 布  
団 は 、 保 温 性 と 放 湿 性 に 優 れ る た め 人 気 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ こ で 、 特 許 文 献 １ に は 、 布 団 を 出 し 入 れ す る 開 口 部 を 備 え 、 布 団 カ バ ー の 一 方 側 の 略  
全 体 に 亘 っ て 羽 毛 を 収 納 し た 羽 毛 層 が 内 在 さ れ 、 布 団 カ バ ー の 他 方 側 の 略 全 体 に 亘 っ て 樹  
脂 繊 維 を 編 み 上 げ た 三 次 元 構 造 体 を 収 納 し た 樹 脂 繊 維 層 が 内 在 さ れ 、 羽 毛 層 と 樹 脂 繊 維 層  
と の 間 に 布 団 が 位 置 す る 布 団 カ バ ー が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ２ ０ ８ ９ ７ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 羽 毛 掛 け 布 団 は 、 羽 毛 の 採 取 方 法 に よ っ て は 動 物 愛 護 の 観 点 か ら 批 判 を 受 け る こ と が あ  
る 。 ま た 、 鳥 ア レ ル ギ ー の 人 は 、 羽 毛 掛 け 布 団 の 使 用 を し 辛 い 場 合 が あ る 。
　 引 用 文 献 １ に は 、 布 団 カ バ ー に 入 れ る 布 団 は 掛 け 布 団 で あ っ て も よ い 旨 が 記 載 さ れ て い  
る が 、 三 次 元 構 造 体 そ の も の を 掛 け 布 団 と し て 用 い る も の で は な い 。 ま た 、 掛 け 布 団 と し  
て 使 用 す る 場 合 の 具 体 的 な 説 明 と し て は 、 実 施 例 ５ に お い て 、 樹 脂 繊 維 層 を 無 く し て 羽 毛  
層 と 羽 毛 層 と の 間 に 掛 け 布 団 を 入 れ る こ と が 記 載 さ れ て い る 程 度 に 過 ぎ な い 。
　 そ こ で 本 発 明 は 、 羽 毛 等 の 動 物 由 来 の 素 材 を 用 い ず に 、 保 温 性 や 放 湿 性 に 優 れ 、 洗 浄 が  
容 易 で 、 リ サ イ ク ル 可 能 な 掛 け 布 団 中 材 、 及 び 掛 け 布 団 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 の 掛 け 布 団 は 、 複 数 の 糸 状 溶 融 樹 脂 ２ ０ が 絡 み 合 う と と も に 部 分  
的 に 熱 溶 着 さ れ 、 嵩 密 度 が ０ ． ０ ０ ５ ｇ ／ ｃ ｍ ３ 以 上 ０ ． ０ １ ５ ｇ ／ ｃ ｍ ３ 以 下 で あ る 編  
成 樹 脂 網 状 構 造 体 １ と 、 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 １ を 覆 う 掛 け 布 団 カ バ ー と か ら な り 、 キ ル テ  
ィ ン グ が 施 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 の 掛 け 布 団 は 、 複 数 の 糸 状 溶 融 樹 脂 ２ ０ が 絡 み 合 う と と も に 部 分  
的 に 熱 溶 着 さ れ 、 嵩 密 度 が ０ ． ０ ０ ５ ｇ ／ ｃ ｍ ３ 以 上 ０ ． ０ １ ５ ｇ ／ ｃ ｍ ３ 以 下 で あ り 、  
厚 み 方 向 へ 熱 圧 着 さ れ た 圧 着 部 ２ が 所 定 間 隔 で 形 成 さ れ て い る 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 １ と 、  
編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 を 覆 う 掛 け 布 団 カ バ ー と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 掛 け 布 団 に お い て 、 編 成 樹 脂 網  
状 構 造 体 １ は 、 編 成 樹 脂 ２ １ の 線 径 が ０ ． ３ ｍ ｍ 以 上 １ ． ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と  
す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 掛 け 布 団 に お  
い て 、 Ｊ Ｉ Ｓ   Ｌ   １ ０ ９ ６ （ 織 物 及 び 編 物 の 生 地 試 験 方 法 ） の フ ラ ジ ー ル 形 法 に 準 じ て  
測 定 し た 空 気 量 が 、 ３ ｃ ｍ ３ ／ ｃ ｍ ２ ・ ｓ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 掛 け 布 団 に お  
い て 、 Ｊ Ｉ Ｓ   Ｌ   １ ０ ９ ６ （ 織 物 及 び 編 物 の 生 地 試 験 方 法 ） の フ ラ ジ ー ル 形 法 に 準 じ て  
測 定 し た 空 気 量 が 、 ５ ０ ｃ ｍ ３ ／ ｃ ｍ ２ ・ ｓ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 動 物 由 来 の 素 材 を 用 い ず に 、 保 温 性 や 放 湿 性 に 優 れ 、 洗 浄 が 容 易 で 、  
リ サ イ ク ル 可 能 な 掛 け 布 団 中 材 、 及 び 掛 け 布 団 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 掛 け 布 団 中 材 （ 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 ） の 側 面 の 一 部 を 示  
す 写 真
【 図 ２ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 掛 け 布 団 中 材 （ 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 ） の 一 部 を 示 す 写  
真
【 図 ３ 】 本 発 明 の 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 の 製 造 装 置 を 示 す 図
【 図 ４ 】 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 か ら な る 従 来 の マ ッ ト レ ス の 側 面 の 一 部 を 示 す 写 真
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ る 掛 け 布 団 中 材 は 、 複 数 の 糸 状 溶 融 樹 脂 が 絡 み 合 う と と  
も に 部 分 的 に 熱 溶 着 さ れ た 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 か ら な る も の で あ る 。
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 動 物 由 来 の 素 材 を 用 い ず に 、 保 温 性 や 放 湿 性 に 優 れ 、 洗 浄 が 容  
易 で 、 リ サ イ ク ル 可 能 な 掛 け 布 団 中 材 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ る 掛 け 布 団 中 材 に お い て 、 編 成 樹  
脂 網 状 構 造 体 は 、 嵩 密 度 が ０ ． ０ ０ ５ ｇ ／ ｃ ｍ ３ 以 上 ０ ． ０ ３ ０ ｇ ／ ｃ ｍ ３ 以 下 で あ る も  
の で あ る 。
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 軽 量 性 と 柔 軟 性 に 優 れ た 掛 け 布 団 中 材 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 は 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ る 掛 け 布 団 中 材 に お い て 、 編 成 樹  
脂 網 状 構 造 体 は 、 編 成 樹 脂 の 線 径 が ０ ． ３ ｍ ｍ 以 上 １ ． ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る も の で あ る 。
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 よ り 軽 量 性 と 柔 軟 性 に 優 れ た 掛 け 布 団 中 材 と す る こ と が で き る  
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 は 、 第 １ か ら 第 ３ の い ず れ か 一 つ の 実 施 の 形 態 に よ る 掛 け 布  
団 中 材 に お い て 、 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 に は 、 厚 み 方 向 へ 熱 圧 着 さ れ た 圧 着 部 が 所 定 間 隔 で  
形 成 さ れ て い る も の で あ る 。
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 編 成 樹 脂 同 士 の 熱 溶 着 部 分 が 剥 が れ に く く な り 耐 久 性 が 向 上 す  
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に よ る 掛 け 布 団 は 、 第 １ か ら 第 ４ の い ず れ か 一 つ の 実 施 の 形 態  
に よ る 掛 け 布 団 中 材 と 、 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 を 覆 う 掛 け 布 団 カ バ ー と か ら な り 、 キ ル テ ィ  
ン グ が 施 さ れ て い る も の で あ る 。
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 保 温 性 や 放 湿 性 に 優 れ 、 か つ 編 成 樹 脂 同 士 の 熱 溶 着 部 分 が 剥 が  
れ に く い 掛 け 布 団 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 形 態 は 、 第 ５ の 実 施 の 形 態 に よ る 掛 け 布 団 に お い て 、 Ｊ Ｉ Ｓ   Ｌ   
１ ０ ９ ６ （ 織 物 及 び 編 物 の 生 地 試 験 方 法 ） の フ ラ ジ ー ル 形 法 に 準 じ て 測 定 し た 空 気 量 が 、  
３ ｃ ｍ ３ ／ ｃ ｍ ２ ・ ｓ 以 下 と す る も の で あ る 。
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 よ り 保 温 性 に 優 れ る た め 、 冬 な ど 気 温 が 低 い と き に 快 適 に 使 用  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 形 態 は 、 第 ５ の 実 施 の 形 態 に よ る 掛 け 布 団 に お い て 、 Ｊ Ｉ Ｓ   Ｌ   
１ ０ ９ ６ （ 織 物 及 び 編 物 の 生 地 試 験 方 法 ） の フ ラ ジ ー ル 形 法 に 準 じ て 測 定 し た 空 気 量 が 、  
５ ０ ｃ ｍ ３ ／ ｃ ｍ ２ ・ ｓ 以 上 と す る も の で あ る 。
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 よ り 通 気 性 に 優 れ る た め 、 夏 な ど 気 温 が 高 い と き に 快 適 に 使 用  
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す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 掛 け 布 団 中 材 、 及 び 掛 け 布 団 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 実 施 例 に よ る 掛 け 布 団 中 材 （ 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 ） １ の 側 面 の 一 部 を 示 す 写 真  
で あ る 。
　 掛 け 布 団 は 、 掛 け 布 団 中 材 １ と 、 掛 け 布 団 中 材 １ の 全 面 を 覆 う 掛 け 布 団 カ バ ー （ 図 示 無  
し ） か ら な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 掛 け 布 団 中 材 １ は 、 複 数 の 糸 状 溶 融 樹 脂 が 絡 み 合 う と と も に 部 分 的 に 熱 溶 着 さ れ た 編 成  
樹 脂 網 状 構 造 体 か ら な る 。 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 を 所 定 温 度 で 溶 融 混 練 し  
て 得 た 溶 融 樹 脂 を 、 糸 状 に 流 れ 落 と し て 冷 却 す る こ と で 形 成 さ れ る 。
　 熱 可 塑 性 樹 脂 と し て は 、 例 え ば 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 、 ポ  
リ ス チ レ ン 、 ポ リ 酢 酸 ビ ニ ル 、 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン 、 ア ク リ ロ ニ ト リ ル ブ タ ジ エ  
ン ス チ レ ン 樹 脂 な ど を 、 単 独 で 又 は 複 数 混 合 し た も の が 用 い ら れ る 。
　 こ れ ら の 熱 可 塑 性 樹 脂 を 原 料 と し て 製 造 さ れ た 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 は 、 使 用 後 に リ サ イ  
ク ル し て 再 び 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 の 原 料 等 と し て 利 用 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 は 、 水 等 を 使 用 し て 洗 浄 可 能 で あ る た め 、 掛 け 布 団 中 材 １ を  
清 潔 に 保 ち や す い 。 さ ら に 、 掛 け 布 団 カ バ ー に 入 れ た ま ま 洗 浄 す る こ と も で き る た め 、 布  
団 カ バ ー を 取 り 外 し た り 取 り 付 け た り す る 手 間 が 省 け る 。
　 ま た 、 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 は 、 羽 毛 等 の 動 物 由 来 の 素 材 を 使 用 し な い た め 、 動 物 愛 護 の  
観 点 上 の 問 題 が な い 。 ま た 、 鳥 ア レ ル ギ ー の 症 状 が あ る 人 で も 安 心 し て 使 用 す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 実 施 例 に よ る 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 の 嵩 密 度 は 、 ０ ． ０ ０ ５ ｇ ／ ｃ ｍ ３ 以 上 ０ ． ０ ３ ０  
ｇ ／ ｃ ｍ ３ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し く 、 ０ ． ０ １ ０ ｇ ／ ｃ ｍ ３ 以 上 ０ ． ０ １ ５ ｇ ／ ｃ ｍ ３

以 下 で あ る こ と が 更 に 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 が 十 分 な 軽 さ と 柔 ら か  
さ を 備 え 、 使 用 者 に 圧 迫 感 や 重 さ を 殆 ど 感 じ さ せ ず 、 手 触 り の 良 い 掛 け 布 団 と す る こ と が  
で き る 。
　 こ こ で 、 図 ４ は 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 か ら な る 従 来 の マ ッ ト レ ス １ ０ ０ の 側 面 の 一 部 を 示  
す 写 真 で あ る 。 マ ッ ト レ ス １ ０ ０ と し て 使 用 さ れ る 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 の 嵩 密 度 は 、 一 般  
的 に 少 な く と も ０ ． ０ ５ ０ ｇ ／ ｃ ｍ ３ 以 上 で あ る 。 こ の た め 、 図 １ に 示 す 本 実 施 例 の 編 成  
樹 脂 網 状 構 造 体 は 、 図 ４ に 示 す マ ッ ト レ ス １ ０ ０ 用 の 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 と 比 べ る と 、 空  
隙 が 多 い こ と が 分 か る 。 な お 、 本 実 施 例 に よ る 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 は 、 ９ ８ ％ 以 上 の 空 隙  
率 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 の 編 成 樹 脂 ２ １ の 線 径 は 、 ０ ． ３ ｍ ｍ 以 上 １ ． ０ ｍ ｍ 以 下 で  
あ る こ と が 好 ま し く 、 ０ ． ５ ｍ ｍ 以 上 ０ ． ６ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と が 更 に 好 ま し い 。
　 こ れ に よ り 、 掛 け 布 団 中 材 １ を 、 よ り 軽 量 性 及 び 柔 軟 性 に 優 れ た も の と す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 の 縦 横 寸 法 は 、 掛 け 布 団 中 材 と し て 機 能 し 得 る 範 囲 で あ れ ば 特 に 限  
定 さ れ な い 。 例 え ば シ ン グ ル サ イ ズ の 掛 け 布 団 の 一 般 的 な 縦 横 寸 法 は 、 縦 ２ １ ０ ０ ｍ ｍ ×  
横 １ ５ ０ ０ ｍ ｍ で あ る か ら 、 シ ン グ ル サ イ ズ の 掛 け 布 団 用 と し て 提 供 す る 場 合 は 、 こ の 縦  
横 寸 法 で 形 成 す る 。
　 ま た 、 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 の 厚 み 寸 法 は 、 １ ０ ｍ ｍ 以 上 ２ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と が 好  
ま し い 。 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 は 、 厚 み を 小 さ く す る と 軽 量 性 及 び 柔 軟 性 が 高 ま り 、 厚 み を  
大 き く す る と 軽 量 性 及 び 柔 軟 性 は や や 低 く な る も の の し っ か り と し た 手 触 り と な る 。 こ の  
た め 、 厚 み を 変 え る こ と で 、 使 用 者 の 好 み に 応 じ た 掛 け 布 団 中 材 １ を 提 供 す る こ と が で き  
る 。
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　 下 表 １ は 、 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 に 対 し て 場 所 を 変 え て 複 数 回 、 直 径 １ ５ ０ ｍ ｍ の 加 圧 板  
を １ ０ ｍ ｍ 又 は ２ ０ ｍ ｍ 下 降 さ せ た と き の 荷 重 を 示 す 。 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 は 、 厚 み が ４  
０ ｍ ｍ の 場 合 と ２ ０ ０ ｍ ｍ の 場 合 の 二 種 類 を 準 備 し た 。 な お 、 い ず れ の 厚 み に お い て も 、  
樹 脂 の 線 径 は ０ ． ４ ５ ｍ ｍ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ 、 嵩 密 度 は ０ ． ０ １ ２ ｇ ／ ｃ ｍ ３ で あ る 。
【 表 １ 】

【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 実 施 例 に よ る 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 は 、 上 述 の よ う に 空 隙 率 が 大 き い た め 、 内 部 に 空 気  
層 が 多 く 形 成 さ れ 、 放 湿 性 に も 優 れ て い る 。
　 ま た 、 厚 手 の 掛 け 布 団 カ バ ー で 又 は 薄 手 の 掛 け 布 団 カ バ ー を 複 数 枚 重 ね て 編 成 樹 脂 網 状  
構 造 体 を 覆 う こ と で 、 使 用 者 の 体 温 に よ り 暖 め ら れ た 空 気 が 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 の 内 部 で  
保 持 さ れ 、 冬 な ど 気 温 が 低 い と き に 掛 け 布 団 を 快 適 に 使 用 す る こ と が で き る 。 特 に 、 掛 け  
布 団 を 、 Ｊ Ｉ Ｓ   Ｌ   １ ０ ９ ６ （ 織 物 及 び 編 物 の 生 地 試 験 方 法 ） の フ ラ ジ ー ル 形 法 に 準 じ  
て 測 定 し た 空 気 量 が 、 ３ ｃ ｍ ３ ／ ｃ ｍ ２ ・ ｓ 以 下 と す る こ と で 、 保 温 性 に 優 れ た 掛 け 布 団  
と す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 薄 手 の 掛 け 布 団 カ バ ー で 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 を 覆 う こ と で 、 使 用 者 の 体 温 に よ り  
暖 め ら れ た 空 気 は 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 の 内 部 か ら 掛 け 布 団 の 外 へ 逃 げ て 熱 が こ も り に く く  
な り 、 夏 な ど 気 温 が 高 い と き に 掛 け 布 団 を 快 適 に 使 用 す る こ と が で き る 。 特 に 、 掛 け 布 団  
を 、 Ｊ Ｉ Ｓ   Ｌ   １ ０ ９ ６ （ 織 物 及 び 編 物 の 生 地 試 験 方 法 ） の フ ラ ジ ー ル 形 法 に 準 じ て 測  
定 し た 空 気 量 が 、 ５ ０ ｃ ｍ ３ ／ ｃ ｍ ２ ・ ｓ 以 下 と す る こ と で 、 通 気 性 に 優 れ た 掛 け 布 団 と  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 掛 け 布 団 に は 、 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 が 挟 み 入 れ ら れ た 状 態 の 掛 け 布 団 カ バ ー の 上  
面 と 下 面 を 糸 に よ り 縫 い 合 わ せ た キ ル テ ィ ン グ が 施 さ れ て い る 。
　 本 実 施 例 に よ る 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 は 、 上 述 の よ う に マ ッ ト レ ス １ ０ ０ と し て 使 用 さ れ  
る 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 よ り も 嵩 密 度 が 小 さ い た め 、 掛 け 布 団 を 引 き 裂 く 方 向 に 力 が 加 わ っ  
た 場 合 等 に 、 編 成 樹 脂 ２ １ 同 士 の 熱 溶 着 部 分 が 剥 が れ や す い 。 し か し 、 キ ル テ ィ ン グ を 施  
し て 掛 け 布 団 カ バ ー と 一 緒 に 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 も 所 定 間 隔 で 縫 い 付 け る こ と で 、 掛 け 布  
団 を 引 き 裂 く 方 向 に 力 が 加 わ っ て も 編 成 樹 脂 ２ １ 同 士 の 熱 溶 着 部 分 剥 が れ に く く な り 、 耐  
久 性 が 向 上 す る 。
　 ま た 、 上 述 の よ う に 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 は 水 等 に よ る 洗 浄 が 可 能 で あ る た め 、 キ ル テ ィ  
ン グ さ れ た 掛 け 布 団 カ バ ー ご と 丸 洗 い す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 掛 け 布 団 中 材 、 及 び 掛 け 布 団 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ２ は 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 掛 け 布 団 中 材 （ 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 ） １ の 一 部 を 示 す  
写 真 で あ る 。
　 本 実 施 例 に お け る 掛 け 布 団 中 材 １ 及 び 掛 け 布 団 は 、 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 に は 、 厚 み 方 向  
へ 熱 圧 着 さ れ た 圧 着 部 ２ が 一 方 の 面 （ 上 面 ） 又 は 他 方 の 面 （ 下 面 ） の 全 体 に わ た っ て 所 定  
間 隔 で 複 数 形 成 さ れ て い る 点 に お い て 上 記 し た 実 施 例 と 異 な る 。 な お 、 そ の 余 の 点 は 上 記  
し た 実 施 例 と 同 様 で あ る た め 説 明 を 省 略 す る 。
　 圧 着 部 ２ は 、 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 に 対 し て 一 方 の 面 （ 上 面 ） 又 は 他 方 の 面 （ 下 面 ） 側 か  
ら 所 定 温 度 に 加 熱 し た 棒 材 を 押 し 当 て る こ と 等 に よ り 線 状 に 形 成 す る こ と が で き る 。 所 定  
温 度 に 加 熱 し た 棒 材 が 押 し 当 て ら れ た 箇 所 は 、 熱 で 編 成 樹 脂 ２ １ が 柔 ら か く な っ て 押 し 潰  
さ れ 、 編 成 樹 脂 ２ １ が 折 り 重 な っ た 状 態 で 冷 え 固 ま る 。 こ の よ う に 圧 着 部 ２ を 設 け る こ と  
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で 、 キ ル テ ィ ン グ を 施 さ な く と も 、 掛 け 布 団 を 引 き 裂 く 方 向 に 力 が 加 わ っ た と き 等 に 編 成  
樹 脂 ２ １ 同 士 の 熱 溶 着 部 分 が 剥 が れ に く く な り 、 耐 久 性 が 向 上 す る 。 圧 着 部 ２ は 、 編 成 樹  
脂 網 状 構 造 体 を 格 子 状 等 に 区 切 る よ う に 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。
　 図 ２ に 示 す 例 で は 、 複 数 の 圧 着 部 ２ を 一 方 の 側 部 か ら 他 方 の 側 部 に か け て 互 い に 交 差 す  
る よ う に 斜 め に 設 け て い る 。 圧 着 部 ２ の 幅 は ０ ． ５ ｍ ｍ ～ ２ ０ ｍ ｍ 程 度 で あ る 。
　 な お 、 図 ２ で は 、 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 に 直 線 状 の 圧 着 部 ２ を 格 子 状 に 設 け る こ と で 、 圧  
着 部 ２ で 囲 ま れ た 矩 形 の 領 域 が 複 数 形 成 さ れ た 例 を 示 し て い る が 、 圧 着 部 ２ を 曲 線 状 に 設  
け て 円 形 の 領 域 等 を 複 数 形 成 し て も 良 い 。
　 ま た 、 圧 着 部 ２ が 形 成 さ れ た 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 を 掛 け 布 団 カ バ ー で 覆 っ て キ ル テ ィ ン  
グ を 施 せ ば 、 編 成 樹 脂 ２ １ 同 士 の 熱 溶 着 部 分 が 更 に 剥 が れ に く く な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ は 本 実 施 例 に よ る 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 の 製 造 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
　 本 実 施 例 に よ る 製 造 装 置 は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 を 所 定 温 度 で 溶 融 混 練 し て 溶 融 樹 脂 と し 、 所  
定 の 押 し 出 し 速 度 で 溶 融 樹 脂 を 押 し 出 す 押 出 機 １ ０ と 、 押 出 機 １ ０ か ら 押 し 出 さ れ た 溶 融  
樹 脂 を 受 け て 底 面 ３ １ の 多 数 の 孔 か ら 溶 融 樹 脂 を 糸 状 に 流 れ 落 と す 樹 脂 プ ー ル ３ ０ と 、 冷  
却 水 を 貯 留 す る 冷 却 水 槽 ４ ０ と 、 樹 脂 プ ー ル ３ ０ か ら 流 れ 落 ち る 糸 状 溶 融 樹 脂 ２ ０ が 冷 却  
水 で 冷 却 さ れ て な る 編 成 樹 脂 ２ １ を 下 方 に 引 き 取 る 引 取 機 ５ ０ と を 備 え て い る 。 引 取 機 ５  
０ は 、 複 数 の 引 取 ロ ー ラ ５ １ を 対 向 し て 備 え 、 冷 却 水 槽 ４ ０ 内 に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、  
樹 脂 プ ー ル ３ ０ と 引 取 機 ５ ０ と の 間 に は 、 ガ イ ダ ー ７ ０ が 設 け ら れ て い る 。
　 糸 状 溶 融 樹 脂 ２ ０ は 、 樹 脂 プ ー ル ３ ０ の 底 面 ３ １ の 孔 か ら 流 れ 落 ち る と き に 形 成 さ れ る  
。 糸 状 溶 融 樹 脂 ２ ０ が 冷 却 水 で 冷 却 さ れ て な る 編 成 樹 脂 ２ １ は 、 引 取 機 ５ ０ で 冷 却 水 槽 ４  
０ の 底 板 側 に 引 き 取 ら れ 、 引 取 機 ５ ０ を 通 過 し た 後 、 冷 却 水 槽 ４ ０ 内 に 配 置 さ れ た 引 上 部  
材 で あ る 複 数 の 搬 送 ロ ー ラ ６ ０ に よ っ て 、 冷 却 水 中 で 冷 却 さ れ な が ら 斜 め 上 方 へ 引 き 上 げ  
ら れ て 冷 却 水 槽 ４ ０ 外 へ と 搬 送 さ れ る 。 そ の 後 、 冷 却 を 経 て 所 定 の 寸 法 に 裁 断 す る こ と に  
よ り 、 掛 け 布 団 中 材 １ と し て の 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 の 嵩 密 度 は 、 樹 脂 プ ー ル ３ ０ の 底 面 ３ １ の 孔 の 数 や 間 隔 の 設 定 、 及  
び 引 取 機 ５ ０ の 引 取 速 度 の 設 定 等 に よ り 調 整 す る 。
　 ま た 、 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 に 圧 着 部 ２ を 設 け る 場 合 は 、 所 定 温 度 に 加 熱 し た 棒 材 を 編 成  
樹 脂 網 状 構 造 体 の 所 定 の 位 置 に 押 し 当 て る こ と 等 に よ り 、 線 状 の 圧 着 部 ２ を 形 成 す る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
１   掛 け 布 団 中 材 （ 編 成 樹 脂 網 状 構 造 体 ）
２   圧 着 部
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